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【研究成果の概要】 （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度 ）  
 

発 達 障 害 者 支 援法 の 成立 ， 特 別 支 援 教育 の 開始 と 推 進 ， そ して イ ンク ル ー シ ブ 教 育へ の 転換

な ど に 伴 い ，LD（ 学 習 障 害 ），ADHD（ 注 意 欠 陥 多 動 性 障 害 ），ASD（ 自 閉 症 ス ペ ク トラ ム 障害 ）

な ど の 発 達 障 害児 の 理解 と 支 援 の 必 要性 が ます ま す 高 ま っ てい る 。こ う し た 中 で ，発 達 障害 の

認 知 特 性 を 解 明し て ，そ れ に 応 じ た 教育 的 配慮 ・ 支 援 を 考 案す る こと が 求 め ら れ てい る 。  
 本 研 究 は ， そう し た発 達 障 害 の 認 知特 性 の解 明 の 手 掛 か りを 発 見す る こ と を 目 的と し て行 わ

れ た も の で あ る。 研 究テ ー マ と し て は発 達 障害 児 ・ 者 の 視 覚的 認 知と 実 行 機 能 を 選択 し たが ，

研 究 を 進 め る 中で ， 多岐 に 渡 る よ り 幅広 い 認知 機 能 を 対 象 にす る 必要 が 生 じ た 。 そこ で ワー キ

ン グ メ モ リ ， プラ ン ニン グ ， 抑 制 機 能， シ フテ ィ ン グ な ど にま で 検討 を 広 げ た が ，こ れ らは い

わ ゆ る 実 行 機 能の 構 成要 素 と さ れ る もの で あり ， 近 年 発 達 障害 と の関 連 で 注 目 さ れて い るも の

で あ る 。  
 ま た ， 視 覚 的認 知 の 1 領 域 と し て ， 視 覚 走 査や 注 意 の ア セ スメ ン トと し て 注 目 さ れて い るキ

ャ ン セ リ ン グ 課題 に つい て も 取 り 上 げた 。 さら に は 入 力 系 の側 面 のみ な ら ず 出 力 系（ 運 動系 ）

の 問 題 と し て 発達 障 害児 の 不 器 用 を 取り 上 げ， ア プ ロ ー チ した 。 発達 障 害 児 と 不 器用 と の関 係

と な る と 発 達 性協 調 運動 障 害 (DCD)を ま ず 思 い 浮 か べ る か も しれ な いが ， 他 の 発 達 障害 も また

こ の 問 題 は 認 知的 な 側面 と 絡 め て 検 討す る 必要 が あ る 。  
作 成 し た 報 告 書は 以 下の よ う な 内 容 から な る。 ① 発 達 障 害 児・ 者 にお け る プ ラ ン ニン グ の特

徴 と 支 援 、 ② 発達 障 害児 ・ 者 に お け るワ ー キン グ メ モ リ の 特徴 と 支援 、 ③ 発 達 障 害児 ・ 者に お

け る 抑 制 機 能 の特 徴 と支 援 、 ④ 発 達 障害 児 ・者 に お け る シ フテ ィ ング の 特 徴 と 支 援、 ⑤ 発達 障

害 児 ・ 者 に お ける キ ャン セ リ ン グ 機 能の 特 徴と 支 援 、 ⑥ 自 閉症 ス ペク ト ラ ム 障 害 児に お ける 不

器 用 に つ い て 。研 究 の遂 行 は 研 究 代 表者 に 加え て 、 こ の 領 域に 詳 しい 6 名 の 大 学 院 生 等 の協 力

を 得 た 。  
特 別 支 援 教 育 の推 進 と今 回 の テ ー マ との 関 連で い え ば ，発 達 障 害 児の認 知 特 性 の 実 態把 握（ア

セ ス メ ン ト ） とそ の 特性 に 応 じ た 教 育配 慮 ・支 援 は ， 特 別 支援 学 校は 言 う ま で も なく ， 小学 校

等 の 通 常 学 校 にお い ても き わ め て 重 要な テ ーマ と な っ て い る。 国 語， 数 学 等 の 教 科学 習 はも ち

ろ ん ， 給 食 や 休み 時 間， 各 行 事 な ど 学校 生 活全 般 に 関 係 す るも の でも あ り ， さ ら には 他 者と の

円 滑 な コ ミ ュ ニケ ー ショ ン に か か わ る側 面 もあ る だ ろ う 。 今回 の 研究 で は 配 慮 ・ 支援 を 具体 的

な 実 践 研 究 の 側面 ま で広 げ る こ と は でき な かっ た が ，そ の 知見 の 積 み重 ね は 急 務 と 考え て いる 。 



研究成果発表方法 
[発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る 。 ] 

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  
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